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広　報

しんおんせん

　雪が降り続く１月 22 日、文化会館で浜坂地域婦人会主催の三世代交流かき餅づくりが
行われ、小学生やその親、祖母ら約８０人が参加しました。厳しい寒さが続く寒の頃がか
き餅づくりに適していると言われ、以前は多くの家庭で作られていた保存食（おやつ）で
したが、近ごろでは作る家も少なくなりました。
　黒豆や黒ゴマ、砂糖のほか、カレー味やココア味などユニークな餅が準備され、子ども
たちはおそるおそる餅をスライスしたり、わらを使ってもちを結んでいきました。
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町政のうごきから

公
立
浜
坂
病
院

  　

小
児
科
診
療
を
再
開
し
ま
し
た

　
　
　
　
　

子どもたちの
　すこやかな成長を支えます

　

１
月
末
、
公
立
浜
坂
病
院
に
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
小
児
科
の
池
田
真
也

と
申
し
ま
す
。

　

小
児
科
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
病
気
の
治
療
は
も
と
よ
り
、
健
診
、

疾
病
予
防
の
推
進
を
図
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
立
浜
坂
病
院
は
小
児
科
医
を
採
用
し
、
２
月
７
日
か
ら
診

療
を
再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
呼
吸
器
の
専
門
医
が
毎
週
金
曜

日
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

後
も
医
師
の
増
員
と
あ
わ
せ
て
診
療
の
充
実
に
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

公
立
浜
坂
病
院
の
小
児
科
は
、
県
に
医
師
を

派
遣
い
た
だ
い
て
昭
和
59
年
５
月
に
診
療
を
開

始
。
診
療
の
ほ
か
乳
幼
児
の
健
診
・
予
防
接
種

な
ど
子
ど
も
の
健
康
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
医
師
不
足
の
た
め
に
平
成
19
年
４
月
か

ら
休
診
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
母
親
を
中

心
に
、
小
児
科
再
開
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
町
は
、
県
な
ど
関
係
機
関
に
小
児
科
医

師
の
派
遣
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
独
自
に
医

師
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
鳥
取
大
学
付
属
病
院
な
ど
で

小
児
科
を
専
門
に
診
療
し
て
き
た
池
田
真
也
医

長
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
児
科
の
開
設
は
、
子
育
て
支
援
や
若
者
定

住
対
策
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
安

心
し
て
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
診
療
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
が
、
適
正
な
受
診
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

小児科のご案内
◇医師　
　　池 田 真 也

◇診療（受付）時間
　月～金曜日
　8:00 ～ 11:30

池田真也小児科医長
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　平成 22年国勢調査速報値
　　　　　新温泉町の人口は 16,014 人

　昨年 10 月 1 日、全国一斉に行われた「国勢調査」の速報集計がまとまりました。
　新温泉町の人口は 16,014 人、世帯数は 5,350 世帯で、平成 17 年調査から 1,453 人、194 世帯減少
しています。人口減少率は、8.32％と県下一高い結果となりました。地域別に見ると、浜坂地域の人口
は前回調査から 727 人、温泉地域は 726 人それぞれ減少しています。１世帯あたりの人員は、2.99 人
となり、前回調査の 3.15 人に比べて 0.16 人減少し、世帯の細分化がいっそう進んでいます。
　また、兵庫県の人口は、558 万 9,117 人、世帯は 225 万 4,875 世帯で、前回調査に比べて 1,484 人減少し、
10 万 8,387 世帯増加しました。

　町はこの結果を踏まえ、総合計画（後期基本計画　平成 24 ～ 28 年度）を策定するとともに、「まち
が元気、人が元気」をテーマに、①産業振興・雇用の創出、②若者定住、③山陰海岸ジオパークを活用
した交流人口の拡大、の三大政策を中心に人口減少を食い止める事業展開を図っていきます。
　なお、この速報値は、今後総務省統計局から公表される数値と異なる場合があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　―問い合わせ―　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　企画課　広報情報係　℡ 82 ‐ 5624

　

呼
吸
器
外
来
は　
　
　
　
　
　
　

　
　

毎
週
金
曜
日

（
午
前
中
）

　

呼
吸
器
の
専
門
医
で
あ
る
鳥
取
大
学

の
河
崎
雄
司
准
教
授
に
来
て
い
た
だ

き
、
２
月
４
日
か
ら
呼
吸
器
外
来
を
始

め
ま
し
た
。

◇
診
察
（
受
付
）
時
間

　

毎
週
金
曜
日

　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

診
察
室
が　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

小
児
科
再
開
に
伴
い
、
整
形
外
科
の

診
察
室
が
旧
麻
酔
科
に
移
動
し
ま
し

た
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

公
立
浜
坂
病
院　

℡
82
‐
１
６
１
１
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総
合
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

～
健
診
を
受
け
て
元
気
な
ま
ち
へ
～

＜ 対象者と検診項目 ＞
加入の医療保険

( 年齢 ) 国民健康保険
（20 ～ 74 歳）

後期高齢者医療
（75 歳～）

国民健康保険以外の
被扶養者

国民健康保険以外の
被保険者

検診種別 ～ 39 40 ～ 74 歳 ～ 39 40 ～ 74

特定基本健診

○ ○ ○ △ ○ ×
皆さんが健診を
受けましょう。
治療中の方も対
象になります。

治療中（高血圧
症、糖尿病、高
脂症など）の方
は、主治医に相
談してくださ
い。

健診を受け
て、若い時
期から健康
チェックを
習慣づけま
しょう。

「受診券」が
必要です。
加入してい
る医療保険
に問い合わ
せてくださ
い。

職場での健
診を優先的
に受診しま
しょう。

職場での健
診を受診し
ましょう。

肺がん検診 ○ ○ ○ ○  20 歳～

胃がん検診 ○  40 歳～ ○ ○ × ○
大腸がん検診 ○  40 歳～ ○ ○ × ○

前立腺がん検診 ○  50 歳～ ○ × ○  50 歳～ × ○  50 歳～

腹部超音波検診 ○
40 歳～ 69 歳

× × ○
40 歳～ 69 歳

× ○
40 歳～ 69 歳

肝炎ウィルス検診 ○  40 歳～ ○ ○ × ○
子宮がん検診 ○ ○ ○ × ○

乳がん検診 ○  40 歳～ ○ ○ × ○
※がん検診は、医療保険に関係なく受診できます。検診種別より対象年齢が異なります。
※子宮がん・乳がん対象者は和暦の奇数年生まれです。受診を希望する節目年齢の方（検診無料対象者）は、

必ず申し込みください。
※肝炎ウィルス検診は、過去に受診されたことのない方が対象です。

　

総
合
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に
影
響
を
及
ぼ
す
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
と
が
ん
予
防
に
着
目
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
診

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
健
康
維

持
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
申
し
込
み
方
法

　

２
月
10
日
（
木
）
に
区
長
・
町
内
会

長
様
を
通
じ
て
、
全
世
帯
に
「
健
康
診

査
申
込
書
」
を
発
送
し
ま
す
。

　

各
世
帯
ご
と
に「
健
康
診
査
申
込
書
」

を
記
入
の
上
、
２
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
区
長
・
町
内
会
長
様
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
も
同
時
に

　

20
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、
総
合

健
診
と
同
日
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

行
い
ま
す
。合
わ
せ
て
受
診
く
だ
さ
い
。

※
婦
人
検
診
時
に
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
全
員
に
は
、

健
診
ま
で
に
「
健
康
診
査
受
診
票
」
を

お
届
け
し
ま
す
。
申
込
書
に
記
入
の
な

い
方
に
も
送
付
し
ま
す
が
、
人
数
把
握

の
た
め
、
申
込
書
に
も

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
お
願
い

　

事
前
申
込
や
健
診
日
時
の
指
定
な
ど

に
よ
り
、
待
ち
時
間
の
少
な
い
健
診

を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
平
成
22
年
度
特
定
基
本
健
診
の
結
果

　

近
年
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
に
か
か
っ
て
い
る
方
や
予

備
軍
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
死
亡
は
全
体
の
約
３
分
の
１
に

も
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う

ち
、昨
年
の
特
定
基
本
健
診
受
診
者
は
、

１
３
０
４
人
（
現
時
点
で
37
・
７
％
）

で
し
た
。
健
診
を
受
け
、
日
ご
ろ
か
ら

平成23年度
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自
分
の
体
に
気
を
つ
け
て
い
る
人
は
生

活
習
慣
病
に
か
か
り
に
く
い
こ
と
や
、

重
症
化
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　　

疾
患
別
で
は
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
の
割
合
が
高
く
、
糖
尿
病
の
割
合
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

疾
病
の
予
防
や
健
康
管
理
の
一
環
と
し

て
、医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
方
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
康
診
査
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

―

問
い
合
せ―

　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

℡
99
‐
２
９
４
０

接
種
に
あ
た
っ
て

　

接
種
は
任
意
で
無
料
で
す
。
接
種
に

つ
い
て
は
医
師
と
よ
く
相
談
し
、
効
果

と
副
反
応
な
ど
を
十
分
納
得
し
た
う
え

で
、
保
護
者
が
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

子
宮
頸
が
ん
が
20
～
30
歳
代
に
多
い

こ
と
か
ら
、
10
代
で
の
接
種
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
３
回
（
初
回
、
初
回
か

ら
１
カ
月
後
、
初
回
か
ら
６
カ
月
後
）、

上
腕
に
筋
肉
内
接
種
し
ま
す
。

◇
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　

乳
幼
児
に
多
い
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予

防
す
る
た
め
の
予
防
接
種
で
す
。

◇
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
の

感
染
症
の
二
大
原
因
の
う
ち
の
ひ
と
つ

の
細
菌
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
は
こ

の
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が
な
く
、
細

菌
性
髄
膜
炎
や
中
耳
炎
や
肺
炎
な
ど
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

対
象
・
接
種
回
数

◇
接
種
費
用　

　

無
料
（
全
額
町
が
負
担
し
ま
す
。）

　

２
月
８
日
か
ら
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
始
め
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
役
場
か
ら
通
知
文
書
を
お
届
け
し
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
時
に
必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
乳
幼
児
受
給
者
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
）、
町
か
ら
の
通
知
文
書

町
指
定
医
療
機
関

◇
こ
れ
ま
で
の
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
助
成
事
業
は
、
平
成
23
年
２
月
７

日
で
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る

方
は
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　
　

☎
99
‐
２
９
４
０

医療機関名 電話番号 子宮頸がん ヒブ・小児
用肺炎球菌

 沢田医院 92-2653 ○ ○
 古澤クリニック 92-2600 ○ ○
 照来診療所 92-1080 × ○
 八田診療所 93-0001 ○ ○
 浜辺医院 82-1224 ○ ○
 高木医院 82-3001 ○ ×
 公立浜坂病院 82-1611 ○ ○
 あおぞらこどもクリニック 82-0349 ○ ○
　　　　　　　　　○は接種可、×は接種不可

種別 対象年齢
（接種開始年齢） 接種回数

 子宮頸がん
  予防ワクチン

中学１年～高校１年
相当の女子　※  ３回

ヒブワクチン
小児用肺炎球
菌ワクチン

生後 2 ～ 7 月未満  4 回
生後 7 ～ 12 月未満  3 回

1 ～ 2 歳未満  1 回（ヒブ）
 2 回（肺炎球菌）

2 ～ 5 歳未満  1 回
※現在高校１年相当の方は、今年 3 月 31 日までに初回
接種すれば、４月以降に２・３回目の接種もできます。
※平成24年度からは中学１・２年の女子が対象となります。

新温泉町における各疾患別の医療受診者数
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浜坂中学校
  耐震補強・
  大規模改修工事が完成

　浜坂中学校で行われていた耐震補強・大規
模改造等工事が完成し、１月 28 日、全校生
徒や教職員などが出席して完成記念式が行わ
れました。
　この工事は、校舎建設から 30 年以上が経
過しており、耐震診断で補強の必要性が指摘
されたため、耐震補強と合わせて大規模改修
を行ったもので、平成 21 年７月から工事を
始め、昨年 12 月 24 日に完成しました。
　（写真右・筋交いなどで補強された体育館）

【
経
過
】

昭
和
51
年
４
月　

現
在
の
浜
坂
中
学

校
創
設
に
伴
い
、
校
舎
・
体
育
館

等
新
設

平
成
18
年　

耐
震
補
強
が
必
要
で
あ

る
と
の
耐
震
診
断
結
果

平
成
20
年　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
評
議
員

な
ど
で
組
織
す
る
検
討
委
員
会
で

改
修
内
容
等
を
協
議
。
設
計
を
実

施
。

平
成
21
年
7
月
14
日　

着
工

平
成
22
年
12
月
24
日　

完
成

【
総
事
業
費
】

８
億
８
７
９
２
万
円

【
構
造
】　

校
舎
棟　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建

　

５
，
８
５
８
㎡

体
育
館　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建

　

１
，
４
８
８
㎡　

筋
交
い
な
ど
で
耐
震
補
強

　

改
修
さ
れ
た
校
舎
に
は
窓
枠
な
ど
に

鉄
骨
の
筋
交
い
を
取
り
付
け
、
体
育
館

に
も
鉄
骨
の
量
を
増
や
し
た
り
、
筋
交

い
を
二
重
に
張
り
巡
ら
す
な
ど
、
耐
震

補
強
を
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
や
す
く
配
置
換
え

　

南
校
舎
中
央
に
あ
っ
た
一
般
玄
関

を
、生
徒
玄
関
と
同
じ
場
所
に
移
動
し
、

学
校
を
訪
れ
る
方
に
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
く
改
修
し
ま
し
た
。

温
か
み
の
あ
る
木
調
づ
く
り

　

教
室
に
空
調
（
冷
暖
房
）
設
備
を
整

備
し
、
年
間
を
通
じ
て
勉
学
に
集
中
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
廊
下
や
壁

な
ど
に
多
く
の
木
材
を
使
っ
て
い
る
ほ

か
、
木
製
の
窓
枠
と
大
型
強
化
ガ
ラ
ス

を
利
用
し
て
、
木
の
温
も
り
と
明
る
い

教
室
に
模
様
替
え
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
て
い
た
技
術
棟
を
解
体

し
、
北
校
舎
棟
に
移
設
。
特
別
教
室
も

図
書
室
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
の
広
さ
に
す

る
な
ど
、
ゆ
と
り
あ
る
空
間
づ
く
り
を

行
い
、
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
障
が
い
者

用
ト
イ
レ
を
新
た
に
設
置
し
、
車
い
す

▲新しい校旗を手にする中家憲和校長
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記念コンサートで歌を披露した
　浜坂中学校ＯＢの岸本悟明さん
　浜坂を離れて 40 年が過ぎ、故郷
の人々や山河を思う気持ちと同じよ
うに、母校を思う気持ちは年々深ま
ります。懐かしい故郷・母校で、こ
れから世界に羽ばたく中学生の前で
歌を披露できることに感謝の気持ち
で一杯です。生徒たちが、このすば
らしい校舎で多くを学び、こころも
身体も鍛え、大きく成長してほしい
と思います。

生徒を代表してあいさつをした
　生徒会長の宮側拓哉さん
　明るい階段や廊下、雨漏りしな
い校舎や体育館がとてもありがた
い。この校舎は、これから入学して
くる後輩や避難場所として利用する
人々、すべての住民のためにありま
す。毎日掃除に励み、きれいな校舎
を保っていくことが、旧校舎を知り、
改修後の校舎を最初に使う私たちの
務めです。多くの方々への感謝を胸
に、学習や部活動でたくさんのこと
を学びたいと思います。

広報しんおんせん（２月号）

H23（2011）.2.10

で
も
安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
に
な

り
ま
し
た
。

喜
び
の
完
成
記
念
式

　

完
成
記
念
式
に
は
、
全
校
生
徒
と
教

職
員
の
ほ
か
、
保
護
者
や
卒
業
生
な

ど
約
４
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
工
事
経
過
報
告
や
設
計
監
理
・
施

工
に
携
わ
っ
た
方
へ
の
感
謝
状
贈
呈
が

あ
り
、
同
窓
会
か
ら
は
新
し
い
校
旗
が

中
家
憲
和
校
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
家
校
長
は
、「
よ
い
人
間
を
育
て

る
に
は
良
い
環
境
に
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
学
習

環
境
を
活
用
し
て
、
地
域
に
誇
れ
る
生

徒
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
生
徒
を
代

表
し
て
宮
側
拓
哉
さ
ん
が
「
こ
の
環
境

を
作
っ
て
く
れ
た
全
て
の
方
々
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。」
と
喜
び
を
表
し
、

出
席
者
全
員
で
校
歌
を
歌
っ
て
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
と
し
て
、
浜
坂
中
学
校
出

身
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
岸
本
悟
明
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
本
場
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
や
地
元
の
歌
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
ら
も
歌
に
合
わ

せ
て
手
拍
子
を
す
る
な
ど
コ
ン
サ
ー
ト

に
も
参
加
し
、
す
ば
ら
し
い
歌
声
や
拍

手
の
音
が
改
修
さ
れ
た
体
育
館
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
校
舎
は
、
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
校
舎
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

浜
坂
中
学
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
中
学
校　

℡
82
‐
１
１
０
４

木を多用した教室や廊下は、大
型強化ガラスでさらに明るく

技術室（左）とゆとりある
読書スペースの図書室（右）
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町政のうごきから

　

１
月
９
日
、
平
成
23
年
新
温
泉
町
ふ

る
さ
と
の
成
人
式
を
夢
ホ
ー
ル
で
開
催

し
、
２
２
５
人
（
男
子
１
２
４
人
、
女

子
１
０
１
人
）
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し

た
。
雪
が
舞
う
中
、
新
成
人
１
９
２

人
が
出
席
し
、
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ

と
と
も
に
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
新
成
人
へ
の
祝

福
と
激
励
の
言
葉
を
贈
る
と
、
新
成
人

を
代
表
し
て
坂
本
唯
さ
ん
（
岸
田
）
と

岡
崎
北
斗
さ
ん
（
居
組
）
が
、「
両
親

を
は
じ
め
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
ひ
と
に
な
り
た

い
。」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
香
美
町
村
岡
区
境

で
但
馬
牛
生
産
を
営
む
田
中
一
馬
さ
ん

が
「
社
会
に
出
る
こ
と
は
楽
し
い
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
、「
今
で
き

る
こ
と
に
全
力
で
向
か
う
こ
と
が
、
夢

の
実
現
に
つ
な
が
る
。」
と
先
輩
の
立

場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
成
人
式
実
行
委
員
会
の
主

催
に
よ
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
新
成
人
は

マ
イ
ク
を
渡
さ
れ
る
と
、
近
況
や
抱
負

を
次
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
門
出

に
は
、
新
成
人
が
参
加
し
て
宇
都
野
神

社
麒
麟
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
町
を
担

う
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

社
会
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

 新温泉町ふるさとの成人式
２２５人が大人への第一歩を踏み出す

▲誓いのことばを述べる新成人代表の２人

▲門出を祝う麒麟獅子舞に、舞い手や
囃子などで参加した新成人たち
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１
月
９
日
、
㈶
日
本
消
防
協
会
か
ら

新
温
泉
町
消
防
団
に
、
多
機
能
型
の
ポ

ン
プ
積
載
車
が
贈
ら
れ
、
消
防
団
で
は

こ
の
車
両
を
温
泉
第
２
分
団
竹
田
班
に

配
備
し
ま
し
た
。

　

㈶
日
本
消
防
協
会
が
、
㈶
日
本
宝
く

じ
協
会
の
協
力
を
得
て
行
う
事
業
で
、

平
成
22
年
度
に
は
全
国
の
消
防
団
に
16

台
の
多
機
能
型
ポ
ン
プ
積
載
車
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
１

台
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
車
両
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
以
外

に
、
手
動
式
油
圧
カ
ッ
タ
ー
、
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
、 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
自
動

町政のうごきから

体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
担
架
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
壊
器
具
、
救
急
セ
ッ

ト
等
が
積
載
さ
れ
て
お
り
、
消
火
だ
け

で
な
く
大
災
害
時
の
救
助
活
動
に
も
活

用
で
き
ま
す
。
昨
年
、
三
尾
地
区
に
も

同
型
の
車
両
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
災
害
へ
の
備
え
が
一
段
と

充
実
し
、
竹
田
地
区
の
み
な
ら
ず
町
に

と
っ
て
も
大
変
心
強
い
も
の
で
す
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
総
合
支
所

　

住
民
福
祉
課　

　

℡
92
‐
１
１
３
１

　

東
浜
居
組
道
路
の
開
通
で
交
通
量
が

減
少
し
た
七
坂
八
峠
に
観
光
客
を
誘
導

し
よ
う
と
、「
但
馬
山
陰
海
岸
魅
力
あ

ふ
れ
る
道
づ
く
り
新
温
泉
町
推
進
協
議

会
」
が
12
月
14
日
、
七
坂
八
峠
の
案
内

看
板
を
居
組
の
国
道
１
７
８
号
の
東
浜

居
組
道
路
入
口
近
く
に
設
置
し
、
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

看
板
の
大
き
さ
は
縦
２
ｍ
、

横
80
㎝
で
、
夜
間
で
も
認
識

で
き
る
発
光
塗
料
を
使
用
し
、

「
但
馬
・
因
幡
の
浜
街
道
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

同
峠
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
の
「
潮

吹
崎
」
の
写
真
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
ま
す
。

多
機
能
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を
竹
田
班
に
配
備　
　

　
　
　
　
　

救
助
活
動
の
強
い
味
方
で
す

七
坂
八
峠
へ
の
案
内
看
板
を
設
置　
　
　
　
　
　

　
　
　

風
光
明
媚
な
海
岸
線
を
眺
め
て
く
だ
さ
い

　新温泉町山陰海岸ジオパーク館に 12 月 24
日、神鍋山（標高 469 ｍ・豊岡市）模型が設
置されました。
　山陰海岸ジオパーク推進協議会が制作してい
たもので、学習に役立てようと同館が譲り受け
たものです。実際の溶岩や河口からの噴出物（ス
コリア）などで作られており、シャワーから水
を降らせて山に染み込ませ、水が川になる実験
ができる仕組みになっています。火山の成り立
ちや仕組みなどを説明するパネルも設置し、誰
でも学習しやすい環境を整えました。
◆ジオパーク館　℡ 82 ‐ 5222

ジオパーク館に　　　
　神鍋山の模型が登場

　　　降雨実験も楽しめます
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男
女
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

                             

～
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
の
紹
介
～

　

結
婚
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
女
性
は
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
れ
ら
を

き
っ
か
け
に
仕
事
を
離
れ
ざ
る
を
得
な

い
女
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性

が
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
制
度
や

職
場
の
雰
囲
気
な
ど
の
環
境
を
も
っ
と

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
男
性
で
も
、
仕
事
だ
け
で
な

く
、
育
児
や
介
護
な
ど
家
庭
の
こ
と
に

も
っ
と
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

男
性
も
女
性
も
、
育
児
・
介
護
休
業

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
共
に
参
画
し
、責
任
も
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

女
性
も
男
性
も
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
社
会
実
現
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
一
人
ひ
と
り
が
日
常
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
見
つ
め
な
お
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
も
「
女
ら
し
く
」「
男
ら
し
く
」
で
は
な
く
「
自
分
ら
し
く
」「
人
間

ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
室　

℡
82
‐
３
３
２
８

制
度
な
ど
を
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
、
職
場
の
環
境
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
、「
男
も
女
も
、
仕
事
と

家
庭
を
両
立
」
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

女
性
で
あ
れ
男
性
で
あ
れ
、
人
は
誰

で
も
等
し
く
個
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
実

の
社
会
で
は
、配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
、
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

背
景
に
は
、固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
、

経
済
力
の
格
差
、
上
下
関
係
な
ど
男
女

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
等
に
根
ざ
し
た

構
造
的
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
も
男
性
も
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
認
め
合
い
、
お
互
い
に
尊
重
し

合
っ
て
、
相
手
の
嫌
が
る
こ
と
は
し
な

い―
―

、
そ
れ
は
人
間
関
係
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
で
す
。

　
「
女
は
こ
う
で
あ
る
べ
き
」「
男
は
こ

う
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
親
の
価
値
観

で
、
子
ど
も
の
行
動
や
考
え
方
を
制
限

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
う
し
た
価
値
観
の
押
し
つ
け
は
、

子
ど
も
の
自
由
な
考
え
方
や
発
想
を
つ

ぶ
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
し
、
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
に
も
親
自
身
が
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
も
た
な

い
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

町
は
平
成
20
年
３
月
に
、「
新
温
泉

町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン―

自
分

ら
し
く
生
き
生
き
新
温
泉
町―

」
を
策

定
し
、
平
成
23
年
ま
で
の
具
体
的
な
施

策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政

は
も
と
よ
り
、
町
民
、
企
業
、
団
体
等

が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
課
題
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆
様

の
理
解
と
積
極
的
な
参
加
、
実
践
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
で
の
男
女
の
参
加
・

　

参
画
を
促
す
意
識
啓
発

さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
を　
　

　
　

許
さ
な
い
意
識
改
革

「
女
の
子
ら
し
く
」

「
男
の
子
ら
し
く
」
と
、

　

子
ど
も
の
可
能
性
を

　
　

狭
め
て
い
ま
せ
ん
か

新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　

社
会
プ
ラ
ン

女性も男性も共にいきいきと生活
できることが共同参画社会です



11

H23（2011）.2.10

広報しんおんせん（２月号）

基本目標 基本課題 施策の基本的方向（太字は重点施策）

１人権を尊重した

男女共同参画の

意識づくり

男性・女性共に尊重

し合える意識づくり

人権尊重の意識啓発
家庭・地域における男女共同参画の推進
保育所・幼稚園・学校における男女共同参画の

教育の推進
メディアにおける女性の人権尊重の啓発

生涯学習を充実させ

る

自立した多様な生き方をめざす学習の支援
男女共同参画の視点に立った生涯学習の推進

２男女がお互いの

意見を反映し活

躍できる状況の

実現

政策・方針過程への

男女共同参画の推進

審議会等への女性の登用
地域活動リーダー等への女性の登用
管理職・役職等への女性の登用促進

働きやすい職場にす

る男女共同参画の推

進

経営や運営、雇用の場における男女共同参画
農林漁業、商工業における男女共同参画

家庭や地域活動との両立支援

３仕事・家庭を地

域で支え合う調

和のとれた社会

づくり

家庭における男女共

同参画の推進

家庭での男女の参加・参画を促す意識啓発
男性の参加促進

子育てをしやすい支

援の充実

　（少子化対策）

子育てをしやすい就労体制づくり
多様な保育サービスの充実と子どもの居場所づ

くり
小児医療体制の充実
子育ての支援サービスの充実（少子化対策）

支え合う地域づくり
地域活動の育成・支援等男女共同参画の推進
外国人居住者への支援

安心して暮らせる社

会づくり

生涯にわたる健康支援
高齢者への支援、介護の支援
障がい者（児）に対する支援
ひとり親家庭への自立支援

４あらゆる暴力の

根絶の取組

配偶者・パートナー

からの暴力防止対策

の推進

さまざまな暴力を許さない意識啓発
被害者の保護・支援体制の充実

加害者に対する再発防止に向けた取組

セクシュアル・ハラ

スメントなどへの防

止対策

さまざまなハラスメントに対する防止対策
園児・児童生徒への性犯罪・売買春・ストーカ

ー行為などに対する対策

子どもや高齢者の安

全を守る取組の推進

児童虐待や子どもへの性犯罪を防ぐ取組
高齢者虐待防止のへ取組
学校・地域ぐるみでの安全対策の推進

５みんなでプラン

を進める

「男女共同参画」を広

める拠点としてセン

ター設置を目指す

男女共同参画に関する学習・啓発
男女共同参画に関する活動支援

男女共同参画センター設置・運営の検討

計画の推進体制を確

立する

住民参加による推進体制づくり
庁内の推進体制づくり
国や県、県立女性センターなどとの連携の強化

新温泉町男女共同参画社会プラン（プラン体系表）

※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、人権推進室又は文化会館に
　お問い合わせください。また、人権学習会などを実施する場合の講師派遣
　やビデオ貸出しを行っています。お気軽にご相談ください。
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報
告
書
の
概
要　

◆
情
報
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
留

意
点

　

報
告
書
で
は
、
情
報
化
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
住
民
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ

と
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
、
高
齢

者
な
ど
情
報
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
々
へ

の
配
慮
や
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
浜
坂
・
温
泉
地
域
別
に
情
報

通
信
基
盤
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
の
基
盤
を
活
用
し
、
改

良
を
図
り
な
が
ら
個
別
サ
ー
ビ
ス
の
最

適
化
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

ま
ち
の
情
報
化
を
住
民
の
目
線
で
考
え
る

  
情
報
化
推
進
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

　

町
の
情
報
化
に
つ
い
て
審
議
し
、

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
町
情
報
化
基
本
計
画
の
進
行
管

理
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
町
の

情
報
化
に
関
心
が
あ
る
満
18
歳
以

上
の
方
（
平
成
23
年
４
月
２
日
現

在
）。
原
則
と
し
て
平
日
の
昼
間

に
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に

出
席
で
き
る
こ
と
。（
本
町
の
他

の
審
議
会
等
に
お
い
て
３
機
関
以

上
の
委
員
の
方
、
本
町
職
員
、
町

議
会
議
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
任
期　

平
成
23
年
４
月
か
ら
２
年
間

▼
謝
金　

町
の
規
定
に
よ
り
報
償
費

　

新
温
泉
町
の
情
報
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
情
報
化
推
進
委
員
会

は
、
２
年
間
の
審
議
内
容
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
秦
野
諭
示
委
員
長
（
鳥
取
環
境

大
学
教
授
）
が
１
月
26
日
、
副
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
秦
野
委
員
長
は
「
本
町

の
情
報
化
を
め
ぐ
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、
行
政
の

責
任
に
お
い
て
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
を
受
け
取
っ
た
田
辺
副
町
長
は
、「
情
報
化
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
く
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
住
民
の
意
見
で
あ
る
報
告
書

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
の
情
報
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。」

と
答
え
ま
し
た
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

企
画
課
℡
82
‐
５
６
２
４

提
言
し
て
い
ま
す
。

◆
具
体
的
施
策
へ
の
意
見
（
抜
粋
）

①
地
デ
ジ
対
応

・
新
た
な
難
視
聴
地
域
の
把
握
と
対
策

・
情
報
が
届
き
に
く
い
と
さ
れ
る
高
齢

者
世
帯
な
ど
へ
の
き
め
細
か
な
対
策

②
防
災
情
報

・
防
災
行
政
無
線
（
浜
坂
地
域
）
と
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
音
声
告
知
サ
ー
ビ
ス
（
温
泉
地

域
）
の
２
シ
ス
テ
ム
が
、
緊
急
時
に
正

確
で
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
対

策
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
と
訓
練
、
機
器

の
保
守
管
理
）

・
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
検
討

③
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
の
た
め

と
交
通
費
を
支
払
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

２
月
24
日
（
木
）
ま

で
に
①
公
募
委
員
申
込
書
（
企
画

課
、
温
泉
総
合
支
所
振
興
課
に
配

備
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
②
「
新

温
泉
町
に
お
け
る
情
報
化
の
課

題
」
に
つ
い
て
の
意
見
（
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
電
子
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。）

▼
選
考
結
果　

３
月
中
旬
に
文
書
で

通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
課
広
報
情
報
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４　

  

情
報
化
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

の
取
組
の
継
続

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

・
光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
に
合
わ
せ
て
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

・
夢
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高

速
度
化
（
不
公
平
感
の
解
消
）

⑤
災
害
時
に
有
効
な
ラ
ジ
オ
が
受
信
で

き
る
よ
う
な
対
応

　

こ
の
報
告
書
は
、
企
画
課
と
温
泉
総

合
支
所
振
興
課
に
備
え
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。　
　

報告書を提出する秦野委員長
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　崖崩れのため閉鎖されていた芦屋浜から矢城灯台
へ登る遊歩道が開通したので、久しぶりに海沿いの
道を歩いてみました。道の片側を見上げると、崖の
斜面は崩れ落ちたところが白いコンクリートで覆わ
れ、まるで巨大な絆創膏を貼ったように見えます。
反対側を見おろすと、はるか下で打ち寄せる波が岩
場に砕けては消えています。段々に固められたコン
クリートの道を登っていくと、灯台の入口でマルバ
グミ（丸葉茱）が白い花を付けているのを見つけま
した。長さ１㎝ほどの小さな筒状の花は、勢いよく
伸びた蔓の基部に、数個づつ束

そく

生
せい

しています。
　マルバグミは蔓性の常緑低木で、海沿いの崖に多
く自生しています。別名オオバグミとも呼ばれるだ
けに葉が大きく、長さ 7㎝、幅 5㎝ほどの広い卵形
で葉の裏が白く、遠くからでも目立ちます。グミの
仲間は葉の裏に白い鱗

りん

片
ぺん

を密生させているので、い
ずれも白く見えますが、その形状や付き方は種名を
判別するカギとなります。
　冬の間、海辺の寒風に曝

さら

されながら膨らんだマル
バグミの果実は、春の訪れとともに赤く熟していき
ます。熟した果実は小鳥たちの貴重な餌となって、
またどこかへ運ばれて行くことでしょう。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

マ
ル
バ
グ
ミ

　
　
　
　
　
　
（
グ
ミ
科
）

 野草散歩（2)

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
ら
れ
る
「
老
齢
基
礎

年
金
」の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

も
し
も
の
と
き
に
「
障
害
基
礎
年
金
」

や
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
に
い
く
手
間
や
時
間

を
省
き
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く

す
た
め
に
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
口
座
振
替
に
か
か
る
手
数

料
は
不
要
で
す
。）

「
前
納
」
に
よ
る
保
険
料

納
付
は
も
っ
と
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
毎
月

納
め
る
方
法
と
、
６
ヵ
月
分
や
１
年
分

を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
入
す
る
前
納

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
を
利
用
す
る
と
毎
月
納
め
る
方

法
よ
り
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
、
口
座

振
替
を
利
用
す
る
と
さ
ら
に
割
引
が
あ

り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
・
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
や
割
引
額
は

未
定
の
た
め
、
平
成
22
年
度
の
例
を
紹

介
し
ま
す
。（
下
段
の
表
）

◆
口
座
振
替
・
前
納
の
申
し
込
み
方
法

　

役
場
健
康
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所

住
民
福
祉
課
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
等
の
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、
預
（
貯
）

金
通
帳
と
そ
の
届
出
印
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
申
請
か
ら
口
座
振

替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
２
ヶ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
前
納
の
手
続

き
は
２
月
末
日
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　
　
　

22
‐
０
９
４
５

  
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

前納保険料と割引額（平成 22 年度）
前納方法 １ヵ月分 6 ヵ月分 1 年分

現金支払（毎月）15,100 円 90,600 円 181,200 円

現金支払（前納）
＜割引額＞

―
89,860 円
　 740 円

177,980 円
　3,220 円

口座振替（前納）
＜割引額＞

15,050 円
　   50 円

89,570 円
  1,030 円

177,400 円
　3,800 円

　1 年分を口座振替で前納すると
　　　　　3,800 円もお得です。（平成 22 年度）



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「2月のおすすめの本」
ご案内

アドラー博士が教える子どもの　　
考える力を引き出す魔法のひと言

星一郎著／青春出版社
アドラー博士の子育て法は「勇気づける」
ことによって、子ども自らに問題解決法
を考えさせるものである。「～しなさい」
を「どうしたらいい？」と言いかえるだ
けで子どもは変わっていく。「アドラー心
理学」に基づいて子どもの考える力を引
き出す効果的なコミュニケーションスキ
ルを紹介。

老年の品格
　三浦朱門著／海竜社

著者は、「老年世代にとって笑いは、人間
関係をなめらかにするために欠かせない
もの」と主張する。愛情を基盤としたユー
モアや笑いについて、著者周辺の著名人
の意外なエピソードを交えて綴ったエッ
セイ集。

おくうたま
　岩井三四二著／光文社

時は戦国。信長によって滅亡した浅井一
族の生き残りの息子は、付き人の少年と
ともに変わり者の医者の弟子となり、身
を隠す。息子は、浅井家再興を成し遂げ
るつもりだったが…。荒ぶる戦国時代を
背景に、すご腕医師と少年の物語。

いちばん！の図鑑
今泉忠明ほか監修／学研教育出版

動物や乗り物の走るスピード、山の高さ
や川の長さなど、いろいろな「いちばん」
とそのわけやひみつが掲載されている。
「いちばん」のすごさが実感できる図鑑。

おれはねこだぜ
佐野洋子作・絵／講談社

何よりも魚が好きで、中でも鯖が大好き
なねこがいました。ある日、鯖のこと
を考えながら散歩をしていると、突然鯖
の大群に襲われました。やっとの思いで
映画館に逃げ込んだのですが、客は右も
左も鯖ばかり…。ちょっとしたブラック
ユーモアのナンセンス絵本。

  
おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『ゆきのひのゆうびんやさん』 他
◆と 　き　2月26日（土）午後2時～

 『おっとっと』 他
◆と 　き　3月12日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　   

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（2月号） 14

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

は休館日
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広報しんおんせん（２月号）

　
　
　
　

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

   

照 

来 

盆 

地
ジオサイトに行こう

　 
シリーズ⑨

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

照
来
盆
地
は
標
高
約
２
百
～
３
百
ｍ

の
山
の
上
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
形

は
約
３
百
万
年
前
に
で
き
た
カ
ル
デ
ラ

（
火
山
の
中
心
部
や
周
辺
に
あ
る
円
形

の
広
い
く
ぼ
地
）
で
す
。
盆
地
は
カ
ル

デ
ラ
内
に
堆
積
し
た
レ
キ
や
砂
・
泥
な

ど
が
厚
く
堆
積
し
た
地
層
で
で
き
て
い

ま
す
。
桐
岡
や
切
畑
な
ど
で
は
こ
の
地

層
か
ら
植
物
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
層
の
範
囲
は
蒲
生
峠(

岩
美

町)

か
ら
村
岡
、
小
代
に
か
け
て
の
ほ

ぼ
円
形
の
広
い
地
域
で
す
。
周
囲
を
草

太
山
な
ど
の
流
紋
岩
の
山
が
取
り
巻
い

て
い
ま
す
。
愛
宕
山
（
丹
土
）
は
中
央

に
噴
出
し
た
安
山
岩
の
山
で
す
。
水
平

だ
っ
た
盆
地
内
の
地
形
は
後
の
地
盤
運

動
や
地
す
べ
り
な
ど
で
傾
斜
し
、
中
央

の
照
来
川
に
向
か
っ
て
棚
田
が
続
く
地

形
が
で
き
ま
し
た
。

　

八
田
と
の
尾
根
は
後
に
扇
ノ
山 

(

１
３
１
０
ｍ)

か
ら
流
れ
下
っ
た
溶

　

Ｂ
さ
ん
（
20
歳
）
女
性
の
相
談

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ル
バ
イ
ト
募

集
サ
イ
ト
で
『
簡
単
で
高
収
入
の
ア
ル

バ
イ
ト
』
と
い
う
広
告
を
見
て
、
申
し

込
ん
だ
。

　

男
性
か
ら
連
絡
が
あ
り
「
携
帯
電
話

を
契
約
し
、
引
き
渡
し
て
も
ら
う
だ
け

で
、
１
台
に
つ
き
５
万
円
渡
す
」
と
言

わ
れ
た
。
男
性
が
同
行
し
て
販
売
店
３

社
を
回
り
、
携
帯
電
話
を
契
約
。
15
万

円
と
引
き
換
え
に
男
性
に
携
帯
電
話
を

渡
し
た
。

　

１
か
月
後
に
、
３
台
分
の
電
話
代
合

計
60
万
円
の
請
求
書
が
届
い
た
。

　

支
払
え
な
い
。

簡
単
に
儲
か
る
話
は　

　
　
　
　

   

あ
り
ま
せ
ん

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
「
名
義
貸
し
」

に
当
た
り
、
携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止

法
な
ど
の
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

他
人
の
手
に
渡
っ
た
携
帯
電
話
は
、

犯
罪
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
名

携
帯
電
話
の
名
義
貸
し
？　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い

前
を
貸
し
た
Ｂ
さ
ん
も
犯
罪
に
加
担
し

た
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

電
話
代
は
、
契
約
者
で
あ
る
Ｂ
さ
ん

が
支
払
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
に
親
し
い
人
に
頼
ま
れ
て
も

『
名
義
貸
し
』
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

岩
が
つ
く
っ
た
地
形
で
す
。

　

農
林
業
が
中
心
で
、
杜
氏
な
ど
冬
季

の
出
稼
ぎ
が
盛
ん
あ
っ
た
こ
の
地
域

は
、
照
来
ス
キ
ー
場
や
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
る
県
立
牧
場
公
園
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
観
光
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　

県立但馬牧場公園とスキー場（左）
照来盆地での牛の放牧（右）
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23 年 1 月 31 日現在

広報しんおんせん（2月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

（都）浜坂駅港湾線街路
事業（芦屋橋）関連水道
管移設工事（仮設）

芦屋 水道管仮設φ 150 ｍｍ　
延長 80 ｍ 4,700,850 平成 22 年 12 月 24 日～

平成 23 年 1 月 31 日 北但設備㈲

（平成 22年 12月 16日～平成 23年 1月 15日契約分）

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

惣菜総括マ
ネージャー 不問 250 ～ 350
食品統括マ
ネージャー 不問 250 ～ 350
日配統括マ
ネージャー 不問 250 ～ 350

Ｔ・Ｍ産業㈱ 縫製員 不問 130 ～ 300

㈱隆栄水産

営業 不問 190 ～ 300
販売補助 不問 140 ～ 193
ウ ェ イ タ ー・
ウェイトレス 不問 127 ～ 170
調理師 不問 270 ～ 300

㈱メフォス山陰営業所 調理業務 不問 137 ～ 154
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
社会福祉法人尚徳会特別養
護老人ホームはまさかの里 介護職 不問 140 ～ 165
たじま農業協同組合 ケアマネージャー 不問 193
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 136 ～ 182

（温泉地域）
㈲山村工務店 土木技術者 不問 180 ～ 230
総本家　栃泉 販売 不問 129 ～ 140
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256

㈱みよしや旅館 フロント 61 以下 145 ～ 255
客室係 205 ～ 245

㈱朝野家 営業係 不問 140 ～ 150
予約係 140 ～ 150

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176
医療法人良和会湯村温泉病院 介護職 不問 160 ～ 165
社会福祉法人春来福祉会
特別擁護老人ホームゆむら

看護師 不問 152 ～ 245
介護員 156 ～ 178

社会福祉法人新温泉町
社会福祉協議会 ケアマネージャー 不問 160 ～ 168

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 食品全般 不問 750 ～ 1,000

レジ係 不問 750 ～ 850
㈱ナカケー 衣料品販売 不問 800 ～ 1,000
㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 800 ～ 1,000
㈱隆栄水産 ウ ェ イ タ ー・

ウェイトレス 不問 800 ～ 950
北兵庫代行 運転手 不問 800 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,450 ～ 2,180
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 735 ～ 1,000

（温泉地域）
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 不問 740 ～ 750
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800 ～ 1,000
㈱井筒屋 案内係 不問 1,000

夢夢
フロアスタッフ

18 以上
1,200 ～ 2,000

カウンター
スタッフ 750 ～ 1,200

　

町
内
の
若
者
の
再
就
職
支
援
の

た
め
、
20
歳
以
上
45
歳
未
満
で
、

1
年
以
上
失
業
し
て
い
る
方
を
正

規
社
員
と
し
て
新
た
に
雇
用
し
た

事
業
所
に
対
し
て
、
１
人
に
つ
き

25
万
円
の
補
助
金
を
町
が
支
給
し

ま
す
。

◆
支
給
対
象
と
な
る
事
業
所

　

町
内
に
事
務
所
、
店
舗
、
工
場

等
を
有
し
て
事
業
を
営
み
、
雇
用

保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
る
事
業

所
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の

◆
支
給
の
要
件

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
失
業
期
間
が
１
年
以
上
あ
る
町

内
在
住
の
若
者
（
20
歳
以
上
45

歳
未
満
）
を
新
た
に
正
規
社
員

と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
（
た
だ

し
、
事
業
主
と
親
族
関
係
に
あ

る
者
は
対
象
外
）

②
平
成
22
年
12
月
20
日
か
ら
25
年

3
月
末
ま
で
に
雇
用
す
る
こ
と

③
継
続
し
て
1
年
以
上
雇
用
す
る

こ
と
（
週
の
労
働
時
間
が
30
時

間
以
上
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５

若者失業者を就職支援 　　　新温泉町若者再就職促進奨励金
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農
業
委
員
会
情
報
№
60

 

町
の
畜
産
振
興
補
助
制
度
の
紹
介

　

制
度
を
活
用
し
て
優
良
牛
や
飼
育
頭
数
の
増
頭
を
進
め
よ
う
！

広報しんおんせん（２月号）

▼
作
り
方

①
大
根
、
人
参
は
一
口
大
に
切
り
、
ご

ぼ
う
は
さ
さ
が
き
、
干
し
し
い
た
け

は
水
で
戻
し
、
千
切
り
に
す
る
。

②
①
に
だ
し
を
加
え
て
、
一
煮
立
ち
し

て
か
ら
肉
を
加
え
る
。

③
ア
ク
を
す
く
い
な
が
ら
、
野
菜
が
柔

ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

④
み
そ
、
し
ょ
う
油
、
酒
、
み
り
ん
、

塩
を
加
え
て
味
を
調
え
、
き
ざ
み
ね

ぎ
を
散
ら
す
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★ 

名
牛
な
べ

◆ 材 料 (4 人分）
・牛肉・・・・100 ｇ
・大根・・・・1/4 本
・人参・・・・・1 本
・ねぎ・・・・・1 本
・ごぼう・・・・1 本
・干ししいたけ・4 枚
・だし・・・・・適量
・みそ・・・大さじ 2
・しょう油・大さじ 1
・酒・・・・大さじ 2
・みりん・・大さじ 2
・塩・・・・・・少々

　

平
成
23
年
度
の
畜
産
振
興
を
目
的
と

し
た
町
の
助
成
制
度
（
助
成
額
）
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
優
良
牛
確
保
事
業

1
あ
っ
せ
ん
会
で
導
入
す
る
場
合

　
　

１
頭
当
た
り
20
万
円

2 

40
万
円
以
上
の
子
牛
を
市
で
購
入

す
る
場
合

　
　

１
頭
当
た
り
５
万
円
以
内

3 

評
価
額
40
万
円
以
上
の
子
牛
を
自

家
保
留
す
る
場
合

　
　

１
頭
当
た
り
５
万
円
以
内
（
保
留

牛
飼
養
期
間
は
３
年
）

4 

波
系
の
子
牛
を
導
入
し
た
場
合

　
　

１
頭
当
た
り
５
万
円

◆
牛
舎
設
置
事
業

　

事
業
費
の
30
％
又
は
30
万
円
の
い
ず

れ
か
少
な
い
額

◆
国
、
県
補
助
対
象
事
業

　

補
助
対
象
事
業
費
の
10
％
又
は

３
百
万
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

◆
放
牧
場
整
備
事
業

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

　

放
牧
場
面
積
が
概
ね
30
ａ
以
上
で
、

原
材
料
費
の
30
％
以
内

◆
環
境
整
備
対
策
事
業

1 

３
戸
以
上
の
農
家
（
概
ね
20
頭
以

上
飼
養
）
が
共
同
で
整
備
す
る
家
畜

糞
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
費
の
30
％

又
は
60
万
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

2 
家
畜
糞
尿
処
理
施
設
整
備

　

事
業
費
の
30
％
又
は
15
万
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の
奨
励
事
業
を
効

率
よ
く
活
用
い
た
だ
き
、
優
良
牛
の
増

頭
、飼
養
頭
数
の
全
体
の
増
頭
を
進
め
、

畜
産
振
興
、
経
営
強
化
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

　

農
業
委
員
会
は
、
町
や
Ｊ
Ａ
、
普
及

セ
ン
タ
ー
、
畜
産
振
興
会
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
全
国
的
に
有
名
で
需
要
が

高
く
貴
重
な
こ
の
但
馬
牛
の
畜
産
振
興

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
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県立但馬牧場公園で１月９日、雑煮が振る舞われ、ス
キー客や雑煮を目当てに訪れた家族連れが、すまし仕立
ての雑煮に舌鼓を打ちました。

白とよもぎの２種類の餅は職員らの手作りで、カツオ
と昆布の出汁にほうれん草とかまぼこ、焼き海苔が色よ
く盛られ、あつあつのうちに振る舞われます。準備した
100 食はあっという間に売り切れました。10 日はぜん
ざいが提供され、雪で冷えた体を暖めていました。

3 年ぶりのスキー競技大会

牧場公園雪上運動会
　1 月 23 日 ( 日 )、新温泉町丹土の県立牧場公園で「第
16 回雪上運動会」が開催され、京阪神などから約 100
人の家族連れが参加しました。
　参加者は、雪玉を 9 枚の的に当てる「ストラック・
アウト」や、子どもが乗ったそりを、かんじきを履い
た大人が引っ張る「かんじき・ソリ引きレース」など 4
種目に挑戦しました。この日、公園内には１ｍ 60㎝の
積雪があり、会場の雪に足をとられて転倒するチームが
続出し、会場には笑い声が飛び交いました。

　第５回新温泉町青少年新春かるた大会が１月８日、夢
ホールで開催され、個人戦のチラシの部とペアによる源
平の部に参加した小中学生１０１人が熱戦を繰り広げま
した。
　同大会は古歌に関心を持つことで豊かな心を育てよう
と毎年行っているもので、この大会が百人一首を覚える
きっかけになった子どもが多くあります。会場では上の
句が読まれると、すぐに札に手を伸ばす子どもの姿も見
られ、真剣勝負が続いていました。

百人一首でかるた大会

H23（2011）.2.10

広報しんおんせん（2月号）

牧場公園特製の雑煮をどうぞ

　第 3 回新温泉町町民スキー競技大会が１月 30 日、牧
場公園スキー場で開催されました。雪不足が続き、3 年
振りとなった大会には、大会を心待ちにしていた町内の
小学生から一般まで 30 人が参加し、大回転と滑降の部
でタイムを競いました。この日の積雪は 1 ｍ 80㎝。時
折強風が雪を吹き付ける天気でしたが、雪の量、質も申
し分なく、選手らはきれいなシュプールを描き、日頃の
練習で鍛えた技術を思う存分発揮していました。
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　　　　　　　　　　背丈を超える大雪に

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（２月号）

大切な文化財を守りましょう
　文化財防火デー（26 日）を前に、居組の龍雲寺で１
月 22 日、美方広域消防本部や町消防団、居組地区防災
組織の住民ら約 80 人が参加して、火災防ぎょ訓練が行
われました。
　みぞれが降る中、火災発生を告げる発煙筒がたかれる
と、檀家や防災組織による模擬の仏像など重要物の持ち
出しや初期消火、消防団員などによるはしご消防車を利
用した放水訓練など、本番さながらの訓練を繰り広げま
した。（龍雲寺本堂が町指定文化財）

　昨年末から降り続いた雪は、町内各地で警戒積雪深を
超えるほどの大雪になりました。除雪車もフル稼働です
が、住民の皆さんも雪のやみ間をぬって、毎日のように
雪かきに追われました。雪かきは大変な重労働であり、
屋根の雪下ろしは危険を伴います。安全を第一に、気を
つけてください。（写真は１月 23 日青下地区で撮影）

　１月 23 日、健康公園体育館で、新温泉町子ども会育
成連絡協議会主催の「第 5 回新温泉町子ども会交流卓
球大会」が開催され、町内の小学校から約 200 名の児
童が参加しました。　
　試合は団体戦と個人戦で行われ、選手らは日ごろの練
習の成果を発揮し、スピード感あふれる熱戦を繰り広げ
ました。大会は、スポーツを通じて健やかな心を育て、
交流を深めることを目的としており、選手らは試合の合
間に他校の児童と談笑するなど交流を深めていました。

スマッシュを決めろ！ 卓球大会

　上山高原ふるさと館青下ふるさと体験ハウスで、1 月
23 日、かんじき作りと鳴滝ハイキングが行われ、京阪
神からの若者グループなど２０人が参加しました。
　午前中は、地元のお年寄りに指導を受けながら、木を
丸め、ロープで結わえて自分の足に合った和かんじきを
作りました。午後は自作のかんじきを履き、鳴滝までの
ハイキングです。冷え込んでいましたが、慣れないかん
じき歩きに悪戦苦闘して汗をかき、氷爆となった鳴滝に
歓声を上げていました。

かんじきを履いてハイキング
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.2.10

ご
案
内

広報しんおんせん（2月号）

先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

第
13
回
浜
っ
子
ア
ー
ト
展

　

町
内
の
保
育
園

児
か
ら
小
中
・
高

等
学
校
の
児
童
生

徒
、
一
般
の
方

の
絵
画
作
品
約

１
０
０
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き　

　

２
月
11
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　

３
月
２
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
・
以
命
亭
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
・
以
命
亭

　

℡
82
‐
４
４
９
０

お
知
ら
せ

中国駐大阪総領事館副総領事を迎えて　

　　　　日中交流講演会　　　　
　　　　　
　古くから、文化・歴史・経済をはじめ、様々な分野で
つながりを育んできた中国ですが、近年は何かと緊張関
係が続いています。世界の平和を求め、日本と中国の
友好と互恵関係を進めるため、今後
の友好関係のあり方や、民間レベル
での交流について考える機会として、
中国副総領事を迎えて講演会を開催
します。皆様のご参加をお待ちして
います。
◇とき　２月 26 日（土）午前 10 時～
◇ところ　浜坂多目的集会施設２階ホール
◇内容　「日中友好の今後と民間レベルでの交流について」
　講師　中華人民共和国駐大阪総領事館　
　　　　副総領事　コンドズ・ユスフさん
◇事務局　日中友好協会北兵庫支部
◇問い合わせ　商工観光課  ℡ 82 ‐ 5625

山
陰
海
岸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク 

　

    

認
定
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

河
川
の
環
境
保
全
・
美
化
と
不
法
投

棄
撲
滅
を
め
ざ
し
て
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

行
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
26
日
（
土
）　

　
　

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

※
積
雪
な
ど
に
よ
り
作
業
が
困
難
な
場

合
は
３
月
に
延
期

▼
清
掃
場
所　

福
富
橋
～
岸
田
川
河
口

ま
で
の
間
（
両
岸
）

▼
集
合
場
所　

岸
田
川

　

白
馬
歩
道
橋
付
近

▼
内
容　

不
法
投
棄

　

ご
み
の
収
集
、

　

分
別
作
業

▼
準
備
物　

軍
手
、
長
靴
、
雨
具
、
タ

オ
ル
、
防
寒
着
、
ひ
ば
し
等

▼
そ
の
他　

自
動
車
は
加
藤
文
太
郎
記
念

図
書
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環
境
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
１

八
田
文
化
交
流
会     　

     

　

   

文
化
講
座
生
作
品
展

　

文
化
講
座
で
学
ぶ
方
々
の
書
道
や
は

が
き
絵
な
ど
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
15
日
（
火
）
～

　
　

３
月
６
日
（
日
）
※
月
曜
日
休
館

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

書
道
35
点
、は
が
き
絵
60
点
、

手
芸
な
ど
30
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８



21 広報しんおんせん（２月号）

H23（2011）.2.10

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、
学
用
品
費
や
修
学
旅
行
費
、

給
食
費
な
ど
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

学
校
教
育
課　

　

℡
82
‐
５
６
２
７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ   　

                        

予
防
接
種
費
用
の
軽
減

　

生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
費

用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
申
請
手
続
き

は
、
３
月
31
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

◇
償
還
払
い　

い
っ
た
ん
接
種
費
用
を

払
っ
た
後
に
、
町
が
払
い
戻
す
方
法

◇
接
種
券
（
無
料
券
）
接
種
す
る
前
に

手
続
き
を
行
う
方
法
（
町
内
の
医
療

機
関
で
の
接
種
に
限
る
。）

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
健
康
推
進
係（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０　

若
者
の
就
労
と
自
立
に

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡

　
　
　
　

   

出
張
相
談
会

　

若
年
無
業
者
（
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も

り
）
の
就
労
相
談
を
行
い
ま
す
。「
就

職
す
る
こ
と
に
自
信
が
な
い
」、「
子
供

が
引
き
こ
も
っ
て
い
る
」
な
ど
お
悩
み

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
家

族
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。
相
談
無
料
。

▼
と
き

　

２
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

　
　
　
　
　
　
（
浜
坂
北
小
学
校
近
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
３
３
３

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

平
成
23
年
度
市
町
交
通
災
害

　
　
　

共
済
へ
の
加
入
募
集

　

兵
庫
県
が
実
施
す
る
交
通
災
害
共
済

で
、
５
百
円
の
掛
け
金
で
、
最
高
80
万

円
（
死
亡
）
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

▼
制
度
内
容　

自
動
車
、
自
転
車
、
車

イ
ス
、
電
車
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
衝

突
や
接
触
、
転
落
な
ど
の
事
故
に

あ
っ
た
場
合
、
歩
行
中
に
自
動
車
な

ど
に
接
触
や
は
ね
ら
れ
た
場
合
に
支

給
。
通
院
３
日
以
上
の
障
害
が
支
給

対
象
で
、
通
院
・
入
院
日
数
に
応
じ

て
３
万
円
～
80
万
円
の
範
囲
で
見
舞

金
を
支
給
。

▼
加
入
で
き
る
人　

　

町
内
に
在
住
、

　

通
勤
し
て
い
る
方

▼
共
済
掛
金　

　

年
額
一
人
５
０
０
円

※
年
度
途
中
に
加
入
し
て
も
５
０
０
円

▼
共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
24
年
３
月
31
日

▼
申
込
方
法　

お
届
け
し
た
加
入
申
込

書
に
掛
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

・
区
長
、
町
内
会
長
に
取
り
ま
と
め
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
早
め
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

・
役
場
町
民
課
と
温
泉
総
合
支
所
住
民

福
祉
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
消
防
防
災
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

住
ま
い
の
相
談
会

　

住
む
人
に
合
わ
せ
た
住
宅
改
修
を
す

す
め
、
快
適
で
便
利
な
住
ま
い
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

相
談
無
料

▼
と
き　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▼
相
談
員　

建
築
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士

▼
相
談
内
容　

段
差
の
解
消
方
法
、
開

閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更
、
リ

フ
ォ
ー
ム
計
画
な
ど

※
予
約
が
便
利
。
図
面
や
写
真
が
あ
れ

ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

但
馬
長
寿
の
郷　

　

℡
（
０
７
９
）

６
６
２
‐
８
４
５
６

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

　

年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、
受

給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

２
月
23
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

３
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

―

問
い
合
わ
せ―

　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５
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広報しんおんせん（2月号）

募　

集

第
５
回
新
温
泉
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

　

３
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

八
田
文
化
交
流
会　
　

　
　
　

   

臨
時
職
員
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
員　

　

館
長
、
事
務
員　

各
１
名

▼
勤
務
地　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館
」

　
　
　
　
　
（
新
温
泉
町
千
谷
８
５
０
）

▼
応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
65
歳
未
満

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

　

自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
こ
と

▼
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

２
月
15
日
（
火
）
～

　
　
　
　

３
月
１
日
（
火
）
消
印
有
効

▼
試
験
（
面
接
）
日

　

３
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
～

▼
勤
務
条
件
等

◇
賃
金
等
（
６
時
間
勤
務
）

　

館
長　

日
額
５
，
１
０
０
円

　

事
務
員　

日
額
４
，
８
０
０
円

◇
任
用
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

９
月
30
日（
６
ヵ
月
の
再
雇
用
あ
り
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

八
田
文
化
交
流
会

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８

 オウム真理教関係特別手配被疑者に

　　　　　　　　関する情報提供を！
　　　警視庁指定特別手配被疑者　平田　信、高橋

　克也、菊池直子の３人は、今も逃走中です。
　警察では３人の発見、検挙を最優先課題の一
　つとして追跡捜査を行っています。
　　これらの発見検挙には、皆さんの協力が必
　要です。どんな些細なことでも連絡をお願い
　します。
　　　無料ダイヤル　℡（0120）006 ‐ 024

　　美方警察署　　℡ 82 ‐ 0110

  前進座特別公演
  　 「夢千代日記」が上演されます
　◇とき　　２月 11 日（祝・金）～ 20 日（日）
　　　　　　　　昼の部　午前 11 時 30 分
　　　　　　　　夜の部　午後 4 時
　　　　　　　　　17 日のみ午後 6 時
　◇ところ　 国立文楽劇場
                                  ( 大阪市中央区日本橋 2-7-13)
　◇問い合わせ　 前進座大阪営業所

　　　　　　　℡（06）6631-3273

新
温
泉
町
民
ス
ー
パ
ー
ソ
フ
ト

ド
ッ
ジ
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
ボ
ー

ル
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
危
険
も
少

な
く
楽
し
め
ま
す
。

▼
と
き　

　

３
月
５
日
（
土
）

　

午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
浜
坂

体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

千
円

※
た
だ
し
、
チ
ー
ム
構
成
が
全
員
小
・

中
学
生
の
場
合
は
無
料

▼
募
集
期
限　

３
月
１
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

℡
82
‐
５
６
２
９

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

健
康
の
た
め
に　
　
　
　
　
　

正
し
い
歩
き
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
健
康
の
た
め
手

軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
健
康
と
正
し
い
歩

き
方
の
基
本
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
講
師　

㈶
兵
庫
県
健
康
財
団　

健
康

運
動
指
導
専
門
員　

亀
澤
徹
郎
さ
ん

▼
参
加
料　

無
料

▼
応
募
期
限　

３
月
８
日
（
火
）

▼
そ
の
他　

軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装

で
上
履
き
を
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

社
会
教
育
課

　
　

℡
82
‐
５
６
２
９

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
通
勤
し

て
い
る
方
（
高
校
生
を
含
む
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
応
募
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
４
５
１
２



23 広報しんおんせん（２月号）

H23（2011）.2.10

くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

テ
ー
マ
は
「
朝
ご
は
ん
」

　
　
　
　

  

標
語
の
募
集

　

朝
食
に
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
る
標
語
を
募
集
し
ま

す
。入
賞
作
品
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
県
民
運

動
関
連
行
事
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

▼
対
象　

県
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
方

▼
応
募
条
件　

　

作
品
は
20
文
字
以
内
で
、
自
作
で
未

発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

◇
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
標
語
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
・
学
年
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
１
枚
に
１
作
品
ま
で
）

◇
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
応
募
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
応
募
締
切　

　

３
月
11
日
（
金
）
消
印
有
効

▼
参
考
（
平
成
22
年
度
最
優
秀
作
品
）

お
い
し
い
ね　

家
族
で
食
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
か
ご
は
ん

▼
主
催　

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

県
民
運
動
推
進
協
議
会
、
兵
庫
県
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
県
米
穀
事
業
協
同
組
合

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
３
３
１
８

　

〒
６
５
０
‐
０
０
１
１　

神
戸
市
中

央
区
下
山
手
通
５
丁
目
８
‐
14
‐

309

第 24 回麒麟獅子マラソン大会
　　 　　　　　　参加者募集

　
　マラソンコースは美しい日本海や緑の山々
を駆け抜けるコースです。毎年、全国各地か
ら多くのランナーが参加され、新温泉町の
ファンも増えています。町民の皆さんも潮風
を受けながら走りませんか。

▼とき　５月 22 日（日）午前９時開会
　　　　雨天決行
▼ところ　浜坂北小学校グラウンド
▼主催　麒麟獅子マラソン大会実行委員会
▼種目　ハーフ（男女・16 歳以上）
　　　　10㎞（男女・16 歳以上、車いすの部）
　　　　５㎞（男女・中学生～）
　　　　３㎞（男女・５歳以上）
　　　　３㎞ペア
▼参加料　一般　3,500 円
　　　　　高校生以下 1,000 円
　　　　　３㎞　1,000 円
　　　　　３㎞ペア（2 名）2,000 円
▼募集人員　３，０００名（先着順）
▼申込方法　郵便振替、インターネットで
　　　　　　参加料を振り込んでください。
▼応募締切　４月 15 日 ( 金 )
▼問い合わせ　大会事務局　℡ 82 ‐ 4512

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　
　

職
員
統
一
採
用
試
験

　

京
大
・
阪
大
・
神
大
な
ど
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種　

事
務
系
職
員
（
事
務
・

図
書
）、
技
術
系
職
員

▼
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
～
８
日

▼
第
一
次
試
験　

５
月
15
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

近
畿
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

　

℡
（
０
７
５
）
７
５
３
‐
２
２
３
０

採
用
・
試
験




